
札幌市市有施設アスベスト管理台帳の令和元年度取りまとめ結果について（その１）

1 札幌市市有施設アスベスト台帳登録件数（吹付け石綿等）

2 露出している状態Ⅲの吹付け石綿・石綿含有吹付けロックウールの使用状況

令和元年度取りまとめ結果（吹付け石綿等）

使用頻度「高」
446箇所（255施設）

使用頻度「低」「不使用」
11箇所（４施設）

状態II
０箇所（０施設）

状態III
457箇所（259施設）

状態I
０箇所（０施設）

使用なし※２

1,711箇所（842施設）

吹付け材台帳登録件数
2,916箇所（1,139施設）

ひる石・その他
446箇所（255施設）

石綿・ロックウール
３箇所（１施設）

ひる石・その他
８箇所（３施設）

劣化状態 措置

状態I
（著しい損傷、劣化）

早急に除去等の改修を行う。
（吹付け石綿等の全面にわたって表面が荒れ、剥離している。）

状態II
（部分的な損傷、劣化）

補修を行い、維持管理を行う。また、優先的に除去等の改修を行う。
（吹付け石綿等の表面が部分的に荒れ、一部剥離している。）

状態III
（通常）

維持管理を行う。
（吹付け石綿等の表面が安定しており、劣化も進んでいない。）

○参考）露出している建材の劣化状態及びそれに対する措置について

※３ 囲い込み施設、薬剤による封じ込め施設を示す。

※２ 除去・解体済み施設及び分析結果等
で「含有なし」となった施設を含む。

※１ アスベスト含有とみなしている施設を含む。

劣化状態 使用頻度 所管局 施設（使用箇所） 建築年 石綿含有建材の種類（箇所数） 濃度測定結果※5 今後の対応

状態III 低 市民文化局 中央区役所（機械室等天井）※４ 1972年（昭和47年） 石綿含有吹付けロックウール（３箇所） 定量下限値未満
令和３年度後半に解体工事を着手予
定

使用あり※１

1,205箇所（381施設）

石綿・ロックウール
０箇所（０施設）

※４ 使用箇所は市民利用がない室内である。 ※５ 【参考】 全国における一般大気環境中の濃度：1.0本／L以下

資料１－１

未措置（露出）
457箇所（259施設）

措置済み※３

748箇所（298施設）


